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相模原商工会議所 都市産業研究会 TEL:042-753-8131 FAX: 042-753-7637 

１０月度参考都市視察研修会（新潟県長岡市・燕市）報告 

毎年恒例の都市産業研究会「参考都市視察研修会」。

今回は、10月 16日(金）～17日(土）にかけて、新潟県

長岡市にある長岡駅前施設の「アオーレ長岡」へ視察研

修会を行いました。 

「アオーレ長岡」は、ＪＲ長岡駅前の旧長岡市厚生会

館及び周辺の公園等を含めた約 1.5haの区域に、厚生会

館機能を受け継ぐ“アリーナ”、冬季でも様々な活動が

できる“ナカドマ（屋根付広場）”、“市役所本庁機能”

を一体的に配置した複合施設です。また、「アオーレ」

とは「会おうね」が語源となっているとのことです。 

約 35,000 ㎡の延床面積の半分以上が市民交流のスペ

ースとなっており、まちなか型公共サービスの核となる

施設として、周辺施設との連携と波及効果が期待される

「新たな市民協働の拠点」です。 

特徴としては、従前の市役所本庁機能をまちなかの数

ヶ所に集約し、「市民協働によるまちづくり」の展開と

「まちなか型公共サービス」を目指した全国初のまちな

か市役所として、平成 24年４月に誕生した施設です。 

当日は、全天候型の屋根付広場の「ナカドマ」や市民

と議会の一体感を醸成するためのガラス張りの「議場」、

スポーツやコンベンションなど多目的に利用できる「ア

リーナ」などを視察しました。また、施設担当者より利

用状況などの説明をいただいた後、施設の稼動状況、セ

キュリティー体制、建設費やランニングコストなど、財

政状況などについて伺いました。 

ちなみにナカドマは、役所機能の東棟と市民協働機能

の西側の間にある土間（床）からナカドマと呼んでいま

す。 

今年度、当会で検討している相模原駅北口の相模補給

廠跡地の再利用の問題についても参考となる施設であ

り、今後の都市産業研究会の活動にとても有意義なもの

となりました。 

翌日は、複合金属製造業の集積地として長い歴史をも

つ新潟県燕・三条地域で精密な金属塑性加工のリーディ

ングカンパニーである㈱遠藤製作所を訪問しました。 

遠藤製作所は「鍛造」というコアテクノロジーを有し

ており、現在はゴルフ事業、ステンレス事業、鍛造事業

を３本の柱としています。当日は、ゴルフ事業部門であ

るエポンゴルフ（OEM 製品製造）を視察し、参加者ら

はゴルフシミュレーションシステムを使った試し打ち

やショッピングを楽しみました。なお、遠藤製作所は、

杉岡会頭のご親戚の方が代表取締役を務めています。 

また、日本一の金物産地「燕三条」の製品を取り扱う

「燕三条地場産業振興センター」を訪問し、江戸時代か

らある金属製品の研磨など伝統技術に触れました。 

三条市・燕市は新潟県のほぼ中央に位置し、作業工

具・刃物関連等を主体とした金属製品の「金物の町」な

らびに「金属洋食器」「金属ハウスウェア」製品を主要

製品とする町として、国内はもちろん世界に輸出してそ

の優秀性を誇っております 

今回の参考都市視察研修を通じ、相模原の将来のある

べき姿について、改めて考える良い機会となりました。 

第３９回城山もみじまつりへの出展報告 

10 月 18 日（日）に開催された城山もみじまつり（原

宿公園）に、都産研ブースを出展いたしました。当日は、

気持ちの良い秋晴れのもと、都産研のブース前にも多く

の方々に足を止めていただきました。ブースの中ではお

いしいおでんやゆで卵をつまみつつ、足を止めてくれた

市民の方々にチェックリストを手渡し、活動内容につい

ての質問や感想も多く

いただきました。お立

ち寄りいただいた皆様、

大変ありがとうござい

ました。
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１１月度定例会のご案内 

１１月度定例会では、「広域交流拠点都市」をテーマ

に、橋本駅周辺地区のまちづくりについて、相模原市都

市建設局リニア駅まちづくり課職員を招聘し説明を頂

いた後、意見交換を予定しています。 

日 時 平成 27年 11月 18日（水） 

19：00～20：00（予定） 

場 所 商工会館新館 役員会議室（4階） 

テーマ 「広域交流拠点市」橋本駅周辺地区の 

まちづくりについて 

説明者 相模原市都市建設局リニア駅周辺 

まちづくり課 職員 

 

 

都産研ラジオ番組のご案内 

都市産業研究会では、相模原や日本の未来についての

提言を考えるラジオ番組「一緒に考えよう！相模原の

未来 日本の未来」（エフエムさがみ 83.9MHz）を制

作、放送しております。今月は、さがみ湖プレジャー

フォレストの皆様をゲストに迎え、同施設の概要やイ

ベント、さらには相模原市の観光資源についてお話を

伺いました。どうぞお楽しみに！！

 

 

都産研ラジオ番組の過去放送分をＹｏｕＴｕｂｅ上にて公開しております。 

ＱＲコードまたは YouTube上で「都産研」と検索の上、是非ご聴取下さい！！！ 

 

 

 

 

 

 

平成 27年度 今後の活動スケジュール 

 

 

 

 

放送スケジュール 11月 放送日…11月 7日(土) 21時～22時 ／ 再放送日…11月 8日(日) 10時～11時 

本番組のスポンサーとなっていただける企業を探しております。ご支援いただける

企業がいらっしゃいましたら是非都市産業研究会事務局までご連絡ください。ＦＭ

さがみで素敵な会社コマーシャルをお流しいたします。 

事務局はこちら：相模原商工会議所総務課 渡貫 隆 

TEL:042-753-8131 FAX:042-753-7637 mail:t-watanuki@sagamihara-cci.or.jp 

YouTube へはこちらから！ 

定例会 ○　担当
開催日
（予定）

平成27年

　

5月9､10日 市民若葉まつり

第20回　通常総会・講演会・懇親会 5月22日

役員会・定例会 6月10日 ○ 担当

平成27年度スケジュールの設定

役員会・定例会 7月8日 ○ 担当 唐澤副会長、山中副会長

☆ 招聘者 相模原市まちづくり課職員

役員会・定例会 8月12日 ○ 担当 中嶋監事(兼)顧問

テーマ「(仮)防災支援について」

参考都市研修会 ９月 ○ 担当 井上副会長、原保監事

候補地（新潟県長岡市）

10月14日 ○ 担当

役員会・定例会 11月11日 ○ 担当

12月9日 ○ 担当

平成28年

役員会・新年会 1月7日 ○ 担当 ※商工会議所賀詞交歓予定日

津久井エリア視察研修会 ２月 ○ 担当

候補地未定

役員会・定例会 3月9日 ○ 担当

平成２７年度事業まとめ

　　年間 都産研ニュース編集担当　　 唐澤副会長
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